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論 文 の 要 旨 
 
本学位論文は図書館の理念的基盤である知的自由の概念を討究するために、1953 年に採択さ
れた「読書の自由」（The Freedom to Read）に着目し、その成立と展開におけるアメリカ図書館
界とアメリカ出版界の協同の実態を明らかにしようと試みたものである。図書館の知的自由をめ











書の自由」声明への反応と影響、（５）アメリカ図書館協会（American Library Association: ALA）




































































本論文では第 2 章から第 5 章において、上記 5 点の研究課題について分析を行っている。研
究課題 1 に対応する第 2 章では、本論文の対象である「読書の自由」声明について、「読書の自
由」声明の成立に関わる団体、1953 年採択時の「読書の自由」声明の内容や改訂の経緯を整理
している。研究課題 2 に対応する第 3 章では一次史料の検討を通じて「読書の自由」成立の起
点となった、1953 年ウェストチェスター会議に着目して「読書の自由」声明の成立過程を明ら
かにしている。研究課題 3 に対応する第 4 章ではウェストチェスター会議のワーキングペーパ
ー、議事録、完成した 1953 年版「読書の自由」声明の 3 つの文書を中心に声明成立までの流れ
を解明している。研究課題 4 に対応する第 5 章では「読書の自由」声明への反応と影響を多様
な関連文献の分析を通じて明らかにしている。研究課題 5 に対応する第 6 章では ALA 出版関係
委員会、ABPC 読書発達委員会、ALA・ABPC 合同読書発達合同委員会の活動を検討する中で、
図書館界と出版界の協同の実態を明らかにしている。続く第 7 章では第 2 章から第 6 章までの





































2019 年 12 月 26 日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員
出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き
続き、「図書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第
23 項第 3 号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
